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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオスコープの撮像素子からフィールド／フレーム時間間隔で読み出される画素信号
に基づいて、カラーのアナログ画像信号を生成するスコープ側信号処理回路と、
　アナログ画像信号に基づいて比較映像用デジタル画像信号を生成するプロセッサ側デジ
タル変換処理部と、
　前記スコープ側信号処理回路の含まれる患者回路から、前記プロセッサ側デジタル変換
処理部の含まれる二次回路へのアナログ画像信号伝送経路を、前記患者回路と前記二次回
路との間で絶縁させるアナログ画像信号絶縁部と、
　前記患者回路に設けられ、アナログ画像信号に基づいて比較用デジタル画像信号を生成
するスコープ側デジタル変換処理部と、
　前記二次回路に設けられ、比較用デジタル画像信号と比較映像用デジタル画像信号とに
基づき、プロセッサ外に出力される出力用画像信号を補正する劣化補正処理部とを備え、
　前記スコープ側デジタル変換処理部から前記プロセッサ側デジタル変換処理部への比較
用デジタル画素信号転送経路が、前記患者回路と前記二次回路との間で絶縁させるデジタ
ル画素信号絶縁部を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記劣化補正処理部が、比較映像用デジタル画像信号および比較用デジタル画像信号の
中から、画素位置の対応するデジタル画素信号をそれぞれ部分的に抽出して比較すること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
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【請求項３】
　前記劣化補正処理部が、比較映像用デジタル画像信号および比較用デジタル画像信号の
中で、上限閾値から下限閾値までの所定範囲内に信号強度をもつデジタル画素信号を抽出
することを特徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記劣化補正処理部が、アナログ画像信号の中で特定の色の画素信号の信号レベルが所
定範囲内であるか判断することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記劣化補正処理部が、１フィールド／フレーム周期よりも長い所定時間間隔で、出力
用画像信号を補正することを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記劣化補正処理部が、同じフィールド／フレーム読み出しタイミングで読み出された
画素信号から生成される比較用デジタル画像信号と比較映像用デジタル画像信号とを比較
することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記二次回路が、出力用画像信号をゲイン調整するゲイン調整回路を有し、
　前記劣化補正処理部が、信号差もしくは比に応じてゲイン値を調整することを特徴とす
る請求項１乃至６のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記スコープ側デジタル変換処理部および前記プロセッサ側デジタル変換処理部が、そ
れぞれ比較用デジタル画像信号、比較映像用デジタル画像信号として、Ｒ、Ｇ、Ｂデジタ
ル画像信号を生成することを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記アナログ画像信号絶縁部は、フォトカプラを有することを特徴とする請求項１乃至
８のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記ビデオスコープ全体の動作を制御するスコープコントローラが、前記比較用デジタ
ル画素信号転送経路経由で、前記比較用デジタル画像信号を前記患者回路から前記二次回
路へ送ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　ビデオスコープ内の電気回路が含まれる患者回路に設けられ、ビデオスコープの撮像素
子からフィールド／フレーム時間間隔で読み出される画素信号に基づき生成されるカラー
のアナログ画像信号から、比較用デジタル画像信号を生成するスコープ側デジタル変換処
理部と、
　アナログ画像信号絶縁部を経由して前記患者回路からプロセッサ内の二次回路へ伝送さ
れるアナログ画像信号に基づいて、比較映像用デジタル画像信号を生成するプロセッサ側
デジタル変換処理部と、
　前記二次回路に設けられ、比較用デジタル画像信号と比較映像用デジタル画像信号とに
基づき、プロセッサ外に出力される出力用画像信号を補正する劣化補正処理部とを備え、
　前記スコープ側デジタル変換処理部から前記プロセッサ側デジタル変換処理部への比較
用デジタル画素信号転送経路が、前記患者回路と前記二次回路との間で絶縁させるデジタ
ル画素信号絶縁部を有することを特徴とする内視鏡用劣化補正処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、器官内壁などの被写体を撮像する内視鏡装置に関し、特に、スコープ側から
プロセッサ側へアナログ画像信号を伝送するときの劣化補正処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、ビデオスコープの先端部にＣＭＯＳ、ＣＣＤなどのイメージセン
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サ（撮像素子）を備え、イメージセンサから読み出される画素信号に基づいて、原色（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）、あるいは輝度、色差（Ｙ、Ｃｂ、Ｃｒ）カラー画像信号を生成する。
【０００３】
　一方、人体への電気的影響を回避するため、患者に挿入されるビデオスコープ側の回路
部分（患者回路）と、プロセッサ側の回路部分（二次回路）との間には、フォトカプラな
どのアイソレータが設けられており、絶縁構造が採用されている。
【０００４】
　この絶縁構造により、ビデオスコープ側からプロセッサ側へ画像信号を送信するときに
ノイズが発生し、画像信号に混入する。これを防止するため、例えば、患者回路のノイズ
を基準電位として二次回路へ伝送し、ノイズ除去処理を行う（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３５０６９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　患者回路と二次回路との間でアナログ画像信号を伝送するとき、その伝送経路において
信号劣化が生じる。例えば、フォトカプラを絶縁回路として使用する場合、フォトカプラ
の特性が温度変化によって変化し、信号劣化が生じる。絶縁部を経由したアナログ信号伝
送に起因する信号劣化であるため、プロセッサ側において信号劣化を適切に補正すること
が難しい。
【０００７】
　したがって、スコープ側からプロセッサ側へアナログ画像信号を伝送するときに生じる
信号劣化を検出し、出力用の画像信号を適切に補正することが必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡装置は、ビデオスコープの撮像素子からフィールド／フレーム時間間隔
で読み出される画素信号に基づいて、カラーのアナログ画像信号を生成するスコープ側信
号処理回路を備える。カラーアナログ画像信号は、ビデオスコープと接続するプロセッサ
において画像処理され、アナログ画像信号のままあるいはデジタル画像信号に変換された
後、出力用画像信号として外部へ出力可能である。
【０００９】
　内視鏡装置には、スコープ側信号処理回路の含まれる患者回路から、その多くがプロセ
ッサ側に含まれる二次回路へのアナログ画像信号伝送経路が設けられており、内視鏡装置
は、患者回路と二次回路との間で絶縁させるアナログ画像信号絶縁部を備える。
【００１０】
　そして本発明の内視鏡装置は、患者回路に設けられ、アナログ画像信号に基づいて比較
用のデジタル画像信号（以下、比較デジタル画像信号という）を生成するスコープ側デジ
タル変換処理部と、二次回路に設けられ、アナログ画像信号に基づいて先の比較用デジタ
ル画像信号と比較するための画像信号（以下、比較映像用デジタル画像信号という）を生
成するプロセッサ側デジタル変換処理部と、患者回路で生成された比較用デジタル画像信
号と二次回路で生成された比較映像用デジタル画像信号とに基づき、映像用デジタル画像
信号を補正する劣化補正処理部とを備える。
【００１１】
　本願発明では、アナログ画像信号がフォトカプラなどのアナログ画像信号絶縁部を経由
して患者回路から二次回路へ送られる一方で、患者回路と二次回路において別々に比較用
デジタル画像信号を生成する。そして、比較用のデジタル画像信号同士の信号強度差等に
基づいて、補正処理を行うことが可能である。すなわち、アナログ画像信号伝送時に生じ
る信号劣化をデジタル画像信号から検知し、信号劣化を解消するように信号処理が行われ
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る。
【００１２】
　スコープ側デジタル変換処理部からプロセッサ側デジタル変換処理部への比較用デジタ
ル画素信号転送経路においては、患者回路と二次回路との間で絶縁させるデジタル画素信
号絶縁部を設けることが可能であり、比較用デジタル画像信号はアイソレータを経由して
二次回路へ送られる。デジタル画像信号の色特性は、色空間に基づく限り任意であり、例
えば、スコープ側デジタル変換処理部およびプロセッサ側デジタル変換処理部は、Ｒ、Ｇ
、Ｂデジタル画像信号を生成することができる。
【００１３】
　劣化補正処理部は、比較映像用デジタル画像信号および比較用デジタル画像信号の中か
ら、画素位置の対応するデジタル画素信号をそれぞれ部分的に抽出して比較するのがよい
。比較対象となる画素信号を選ぶことによって効率よく信号劣化を検知することができる
。
【００１４】
　この場合、同じアナログ画像信号から患者回路、二次回路においてそれぞれ比較用デジ
タル画像信号および比較映像用デジタル画像信号を生成することによって、より正確な信
号劣化を検出することが可能である。例えば、フィールド／フレーム番号に関するデータ
を患者回路側、二次回路側で供給するのが良い。
【００１５】
　例えば、劣化補正処理部は、比較映像用デジタル画像信号および比較用デジタル画像信
号の中で、上限閾値から下限閾値までの所定範囲内に信号強度をもつデジタル画素信号を
抽出することが可能である。ノイズ成分が過多となる信号レベル、飽和状態となる信号レ
ベルを除くように信号強度の範囲を定めることで、比較対象として適切な画素信号が抽出
される。
【００１６】
　カラー画像信号については、Ｒ、Ｇ、Ｂなどの画像信号それぞれの色成分に対してデジ
タル画素信号を抽出することが可能である。一方で、１フィールド／フレームの画像の中
で情報量の多い色成分など、特定の色成分の画素信号に基づいて補正処理を行うことも可
能である。この場合、劣化補正処理部は、アナログ画像信号の中で割合の最も多い色の画
素信号の信号レベルが所定範囲内であるか判断する。Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号の中で所定範
囲内デジタル画素信号が１つの色成分しか検出できない状況においても、信号補正を実行
することができる。
【００１７】
　フォトカプラの経時変化は、内視鏡装置を暫く動作してから現れることから、劣化補正
処理部は、１フィールド／フレーム周期よりも長い所定時間間隔で、映像用デジタル画像
信号を補正すればよい。例えば、数十秒～数分間隔で劣化補正処理を行なうことが可能で
ある。
【００１８】
　信号劣化は信号強度に現れることから、画像信号処理として通常行われるゲイン処理の
ときに強度補正処理を行うことで、別途回路を設けることなく補正を行うことができる。
したがって、二次回路に、出力用画像信号をゲイン調整するゲイン調整回路が設けられて
いる場合、補正処理部は、信号差もしくは比に応じてゲイン値を調整すればよい。
【００１９】
　本発明の内視鏡用信号劣化補正処理装置は、ビデオスコープ内の電気回路が含まれる患
者回路に設けられ、ビデオスコープの撮像素子からフィールド／フレーム時間間隔で読み
出される画素信号に基づき生成されるカラーのアナログ画像信号から、比較用デジタル画
像信号を生成するスコープ側デジタル変換処理部と、アナログ画像信号絶縁部を経由して
患者回路からプロセッサ内の二次回路へ伝送されるアナログ画像信号に基づいて、比較用
デジタル画像信号を生成するプロセッサ側デジタル変換処理部と、二次回路に設けられ、
比較用デジタル画像信号と比較映像用デジタル画像信号とに基づき、出力用画像信号を補
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正する劣化補正処理部とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　このように本発明によれば、ビデオスコープからプロセッサを経由して映像信号を出力
する内視鏡装置において、画像信号伝送時に生じる信号劣化を確実に補正することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】システムコントロール回路によって実行される劣化補正処理を示したフローチャ
ートである。
【図３】スコープコントローラによって実行される劣化補正処理を示したフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下では、図面を参照して本実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００２３】
　図１は、本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【００２４】
　電子内視鏡装置は、その挿入部分が体内へ挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッ
サ２０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続される。プロセ
ッサ２０には、モニタ（図示せず）が接続されている。
【００２５】
　プロセッサ２０は、白色光を放射するランプ（図示せず）を備え、ランプから放射され
た光は、ビデオスコープ１０内に設けられたライトガイド（図示せず）に入射する。ライ
トガイドに入射した光は、スコープ先端部から射出し、被写体（観察部位）に照射される
。
【００２６】
　被写体で反射した光は、スコープ先端部に設けられた対物レンズ（図示せず）によって
結像し、これにより被写体像がイメージセンサ１２の受光面に形成される。ここでは、Ｃ
ＭＯＳ、ＣＣＤなどがイメージセンサ１２として適用可能である。イメージセンサ１２の
受光面上には、Ｃｙ、Ｙｅ、Ｇ、Ｍｇから成る色フィルタ要素をモザイク状に配列させた
補色フィルタ（図示せず）が配設されている。
【００２７】
　イメージセンサ１２では、ＣＣＤ駆動回路（図示せず）から送られてくる駆動信号に従
い、１フィールド／フレーム分の画像信号が所定の時間間隔で読み出される。ＮＴＳＣ方
式の場合、１／６０秒間隔で読み出され、ＰＡＬ方式の場合、１／５０秒間隔で読み出さ
れる。読み出された画素信号は、スコープ信号処理回路１４へ送られる。
【００２８】
　スコープ信号処理回路１４では、増幅処理などの初期処理がアナログ画素信号に対し施
され、さらに、ホワイトバランス処理（ゲイン処理）、ガンマ補正処理などの様々な信号
処理が実行される。これにより、カラーアナログ画像信号が生成される。ここでは、カラ
ー画アナログ像信号としてＹ／Ｃ信号が生成される。
【００２９】
　Ｙ／Ｃアナログ画像信号は、フォトカプラ４０を経由してプロセッサ２０のＲ、Ｇ、Ｂ
変換部２２に入力される。プロセッサ２０のスコープ接続側に設けられたフォトカプラ４
０は、人体への電気的影響を防ぐため、スコープ側の患者回路Ａと、プロセッサ側の二次
回路Ｂを絶縁させる。患者回路Ａは、ビデオスコープ１０内部およびプロセッサ２０内部
のスコープ接続部分に跨る回路構成であり、二次回路Ｂは、プロセッサ２０のスコープ接
続側から出力側までの回路を構成する。
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【００３０】
　Ｒ、Ｇ、Ｂ変換部２２は、アナログのＹ／Ｃ画像信号をアナログＲ、Ｇ、Ｂ画像信号に
変換する。Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号に対しては、画像処理回路２４において、ゲイン処理、輪
郭強調処理などが施される。画像処理されたデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号は、出力用画像
信号としてモニタへ出力されるか、あるいはＹ／Ｃ変換部３２によってＹ／Ｃ信号に変換
された後、モニタへ出力される。なお、画像処理回路２４においては、デジタル変換処理
を実行し、デジタル画像信号をプロセッサ外へ出力することも可能である。
【００３１】
　プロセッサ２０に設けられたシステムコントロール回路３０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ等を備
え、画像処理回路２４などへ制御信号を出力してプロセッサ全体の動作を制御する。各回
路の信号処理タイミングは、タイミングジェネレータ（図示せず）から出力される同期信
号に従う。
【００３２】
ビデオスコープ１０のスコープコントローラ１５は、ＣＰＵ、ＲＯＭなどを備え、スコー
プ全体の動作を制御する。また、スコープコントローラ１５は、アイソレータ５０を介し
てプロセッサ２０のシステムコントロール回路３０とデータの相互通信を行なう。イメー
ジセンサ１２の画素信号読み出し、アナログのＹ／Ｃ信号の出力タイミングは、Ｙ／Ｃ信
号の同期信号に合わせて調整される。
【００３３】
　後述するように、アナログのＹ／Ｃ画像信号は、患者回路Ａ、二次回路Ｂにおいてそれ
ぞれデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号（比較用デジタル画像信号、比較映像用デジタル画像信
号）に変換される。そして、アナログ画像信号のフォトカプラ４０を経由するときに生じ
る信号減衰（信号劣化）を検出し、出力用のアナログ画像信号に対して補正処理が行われ
る。
【００３４】
　患者回路Ａでは、減衰前の信号強度検出のため、比較用のデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号
が生成される。具体的には、スコープコントローラ１５の制御信号に基づき、１フィール
ド／フレーム分のＹ／Ｃアナログ画像信号がＲ、Ｇ、Ｂ変換部１６に送られる。Ｙ／Ｃア
ナログ画像信号は、Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号に変換され、Ａ／Ｄ変換部１８においてデジタル
Ｒ、Ｇ、Ｂ画像信号に変換される。そして、複数フレーム分のデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信
号がメモリ１７へ一時的に格納される。一方、二次回路Ｂでは、Ｒ、Ｇ、Ｂ変換部２２か
ら出力されるアナログＲ、Ｇ、Ｂ画像信号が、Ａ／Ｄ変換部２６においてデジタルＲ、Ｇ
、Ｂ画像信号に変換された後、メモリ２８へ一時的に格納される。
【００３５】
　スコープコントローラ１５は、メモリ１７に格納されたＲ、Ｇ、Ｂデジタル画像信号か
ら部分的に画素信号を抽出し、アイソレータ５０を経由させながら抽出した画素信号をシ
ステムコントロール回路３０へ送信する。一方、システムコントロール回路３０は、メモ
リ２８に格納された比較用のＲ、Ｇ、Ｂデジタル画像信号の中から、デジタル画素信号を
部分的に抽出し、ビデオスコープ１０から送られてくる比較用デジタル画素信号と比較す
る。
【００３６】
　そして、比較用のデジタル画素信号に信号劣化を検出すると、システムコントロール回
路３０は、画像処理回路２４へ制御信号を出力し、デジタルもしくはアナログのＲ、Ｇ、
Ｂのゲイン調整処理に合わせて信号劣化を補正する。
【００３７】
　以下では、図２、３を用いて、アナログ画像信号伝送時に生じる信号劣化の補正処理に
ついて詳述する。　
【００３８】
　図２は、システムコントロール回路によって実行される信号劣化補正処理を示したフロ
ーチャートである。図３は、スコープコントローラによって実行される信号劣化補正処理
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を示したフローチャートである。信号劣化補正処理は、数十秒～数分の時間間隔で実行さ
れる。
【００３９】
　ステップＳ１０１では、信号劣化補正処理開始に合わせて、メモリ２８に格納されたＲ
、Ｇ、Ｂデジタル画像信号が読み出される。メモリ２８には、複数フレーム分のＲ、Ｇ、
Ｂ画像信号が色ごとに格納されており、１フレーム分のＲ、Ｇ、Ｂ画像信号が生成される
と順次上書きされる。
【００４０】
　システムコントロール回路３０は、読み出されたＲ、Ｇ、Ｂデジタル画像信号に対して
Ｒ成分、Ｇ成分、Ｂ成分それぞれに対し、１フレーム分の画像信号の中から所定領域内に
ある画素を抽出し、その信号強度を検出する。内視鏡観察のため、通常Ｒの画素信号が抽
出される。
【００４１】
　次に、抽出した画素信号の信号強度が所定範囲内に収まるか判断される（Ｓ１０２）。
所定範囲は、信号強度が低いことが影響する低レベルレンジと、飽和する信号レベルレン
ジを除くように、信号強度範囲が定められる。ここでは、飽和レベルの３０パーセントを
下限閾値、７０パーセントを上限閾値とし、画素信号レベルが下限閾値～上限閾値の範囲
内であるか判断される。
【００４２】
　信号強度が所定の範囲内であると判断されると、システムコントロール回路３０は、そ
の抽出した画素位置の座標データをスコープコントローラ１５へ送信するとともに、同じ
画素位置の比較用Ｒ、Ｇ、Ｂ画素信号の各色成分の信号レベルを送信するように要求する
（Ｓ１０３）。信号強度が所定範囲外である場合、このまま処理が終了する。
【００４３】
　時系列的に同じフレーム読み出しタイミングで読み出された画素信号を比較するため、
スコープコントローラ１５に対し、フィールド／フレーム番号に関するデータも合わせて
送信される。図３に示すように、スコープコントローラ１５は、送信要求を受けると、メ
モリ１７に格納された複数フレーム分のＲ、Ｇ、Ｂ画像信号の中から、時系列、画素位置
両方に対応するＲ、Ｇ、Ｂ画素信号の信号レベルを示すデータを、システムコントロール
回路３０へ送信する（Ｓ２０１、Ｓ２０２）。
【００４４】
　比較用のＲ、Ｇ、Ｂ画素信号のデータが送信されると、信号劣化補正が必要であるか否
かが判断される（Ｓ１０４、Ｓ１０５）。ここでは、メモリ２８から読みだされた比較用
の画素信号のレベルとスコープ側（患者回路側）から送られてきた比較用の画素信号レベ
ルとの差が、Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれについて算出される。
【００４５】
　フォトカプラ４０は、温度変化によってその特性が変化する。そのため、内視鏡作業を
続けると、フォトカプラ４０の経時変化によってアナログ画像信号に信号劣化が生じる。
また、アナログ画像信号伝送ケーブル周囲の電気回路等などによっても劣化が生じる。こ
のような信号劣化が映像出力用のＲ、Ｇ、Ｂ画素信号に混入し、比較用画素信号との信号
強度差として現れる。
【００４６】
　ステップＳ１０５では、Ｒ、Ｇ、Ｂの所定の色成分について、信号強度差が許容範囲外
であるか否かが判断される。そして、信号強度差が許容範囲外であると判断されると、ゲ
イン補正処理が行われる。具体的には、画像処理回路２４で実行されるＲ、Ｇ、Ｂゲイン
処理において、対応する色成分の画素信号に対し、信号強度差の逆数を乗じる（Ｓ１０６
）。
【００４７】
　Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれの画素信号に対してゲイン処理を行うことにより、映像出力用のＲ
、Ｇ、Ｂ画像信号において生じていた輝度劣化（信号劣化）が除去されることになる。こ
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のような信号劣化補正処理が、フォトカプラ４０の経時変化等を考慮した時間間隔で実行
される。
【００４８】
　なお、比較する画素信号の特定に関しては、ビデオスコープ１０のスコープコントロー
ラ１５で実行してもよい。すなわち、ステップＳ１０１、Ｓ１０２で示した信号劣化補正
処理の実行開始に伴う色成分の選択、画素信号抽出および信号レベルの強度判定を、スコ
ープコントローラ１５で行なうことが可能である。
【００４９】
　その場合、スコープコントローラ１５は、抽出したＲ、Ｇ、Ｂ画素信号の信号レベルデ
ータをシステムコントロール回路３０へ送信するとともに、フィールド／フレーム番号を
送信する。一方、プロセッサ２０のメモリ２８には、複数フレーム分のデジタルＲ、Ｇ、
Ｂ画像信号が格納され、システムコントロール回路３０は、フィールド／フレーム番号に
応じたＲ、Ｇ、Ｂ画像信号の中から、座標位置の応じた画素信号の信号レベルを検出する
。
【００５０】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂデジタル画像信号に対して、特定の色信号（色情報の多い色信号など
）について信号劣化を検出し、他の色信号についても同じレベルでの信号劣化とみなして
補正処理を行うようにすることも可能である。例えば、ステップＳ１０２において、相対
的に色情報の多い色信号（通常はＲ）について比較用デジタル画素信号を抽出し、信号劣
化を検出することが可能である。
【００５１】
　このように本実施形態によれば、アナログカラー画像信号（Ｙ／Ｃ信号）がフォトカプ
ラ４０を経て患者回路Ａから二次回路Ｂへ伝送される。そして、プロセッサ２０では、ア
ナログＹ／Ｃ画像信号がアナログＲ、Ｇ、Ｂ画像信号に変換され、プロセッサ外部へ出力
される。
【００５２】
　その一方で、患者回路Ａでは、二次回路Ｂへ伝送される前のアナログＲ、Ｇ、Ｂ画像信
号から、比較用のデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号が生成される。また、二次回路Ｂでは、出
力用のアナログＲ、Ｇ、Ｂ画像信号から、デジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号が生成される。
【００５３】
　そして、フレーム／フィールド番号（読み出しタイミング）が同一の比較用デジタルＲ
、Ｇ、Ｂ画像信号および映像用デジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号の中で同一画素位置の画素信
号レベルを互いに比較し、信号強度差が生じているか否か検出する。信号強度差が生じて
いる場合、画像処理回路２４におけるＲ、Ｇ、Ｂゲイン処理においてゲイン値を調整する
ことにより、強度補正する。
【００５４】
　フォトカプラ４０によって二次回路Ｂと絶縁された患者回路ＡにおいてデジタルＲ、Ｇ
、Ｂ画像信号を生成し、これを映像出力用のアナログ画像信号に対応したデジタル画像信
号と比較する。このとき、比較用のデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号はアイソレータ５０を経
由してデジタル信号として二次回路Ｂへ送られるため、アナログ伝送時の信号劣化は生じ
ない。その結果、アナログ画像信号伝送時に生じる信号劣化を正確に検知することが可能
である。そして、劣化した部分の信号強度を増幅補完することにより、劣化がない場合と
同等の画質で観察画像を得ることができる。
【００５５】
　また、一部の同一画素位置であるデジタル画素信号同士を比較しているため、効率的に
信号劣化の有無を検出することが可能である。特に、あらかじめ複数フレーム分のデジタ
ル画素信号を患者回路側で用意するため、同一のアナログ画像信号から比較用のデジタル
画素信号を患者回路側、二次回路側で生成することが容易である。さらに、比較する画素
を特定するとき、飽和状態、劣化過多の画素信号を除外している。これによって、アナロ
グ画像信号伝送時の信号劣化を適切に把握することが可能となる。
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【００５６】
　一方、信号劣化補正処理は、１フィールド／フレーム読み出し時間間隔より長い周期で
実行されるが、フォトカプラ４０の温度変化は、比較的長時間経過したときに生じるもの
であり、必要なときに劣化補償することが可能である。さらに、Ｒ、Ｇ、Ｂゲイン調整処
理のとき、アナログ画像信号伝送に起因する信号劣化補正処理を兼用させるため、画像処
理回路を増やすことなく信号劣化を補正することができる。
【００５７】
　本実施形態では、Ｙ／Ｃアナログ画像信号をビデオスコープからプロセッサに送信し、
モニタへ出力するように構成されているが、アナログ画像信号の種類は任意に設定可能で
あり、また、デジタル映像信号をモニタ出力するように構成してもよい。信号劣化検知の
ためにデジタルＲ、Ｇ、Ｂ画像信号を生成しているが、それ以外の色空間に基づいたデジ
タルカラー画像信号（ＹＵＶなど）を採用してもよい。
【００５８】
　比較用デジタル画素信号と映像出力用デジタル画素信号に関しては、１つの色成分の画
素信号に対してのみ比較してもよく、Ｒ、Ｇ、Ｂゲイン処理において、ゲイン値の比を調
整してもよい。フォトカプラ以外の絶縁回路を設けることも可能である。
【００５９】
　同一のアナログ画像信号から比較用デジタル画像信号、映像用デジタル画像信号を生成
し、相互比較するため、フィールド／フレーム番号情報をビデオスコープとプロセッサと
の間で通信しているが、実質的な遅延がほとんどないことを考慮し、Ｙ／Ｃ画像信号に対
する同期信号に対してＡ／Ｄ変換処理をシンクロさせ、同じ画素位置の画素信号レベルを
検出するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　ビデオスコープ
　１２　イメージセンサ
　１５　スコープコントローラ
　１６　ＲＧＢ変換部
　２０　プロセッサ
　２２　ＲＧＢ編患部
　２４　画像処理回路
　３０　システムコントロール回路
　４０　フォトカプラ
　５０　アイソレータ
　Ａ　患者回路
　Ｂ　二次回路
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